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１ 概況

(1) 総括事項

令和３年度 宍粟市下水道事業特別会計報告書

ア 業務の状況

令和３年度末の水洗化人口は25,295人で、水洗化率は95.3％となりました。

公共下水道施設及び特定環境保全公共下水道施設10処理区、農業集落排水施設等22処理区の維持管理を行

うとともに機能強化事業の実施、内水氾濫防止のため雨水幹線の整備を行いました。

年間汚水処理量は3,698,745㎥と前年度より25,030㎥の減となりましたが、年間処理件数127,656件、有収

水量は2,859,626㎥と、前年度と比べ処理件数は313件増、有収水量12,939㎥増となりました。

イ 建設改良事業

山崎地内では、雨水の適切な排水及び内水氾濫の防止対策として引き続き山田千本屋雨水幹線工事等を実

施しています。また、「下水道の長寿命化計画」に基づき土万北処理施設の老朽機器更新等を実施しまし

た。

ウ 経理の状況

下水道事業収益及び下水道事業費用共に1,675,105,350円（消費税及び地方消費税抜額）となり、収支は均

衡しました。

資本的収入では、収入1,178,661,703円に対して、支出1,869,582,174円で差引690,920,471円の不足額が生

じ、この不足額は当年度分消費税資本的収支調整額8,915,229円、当年度分損益勘定留保資金682,005,242円

で補てんしました。

下水道事業は、市民が衛生的で快適な生活を送り、公共用水域の水質保全を図る重要な役割を担っていま

す。過疎化や少子高齢化による生活排水人口が減少する中、将来にわたり安定した事業運営に向け、引続き

施設の長寿命化や統廃合等を進めるとともに事業の効率化に努めてまいります。
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(2)経営指標に関する事項

〈経営指標の推移〉

有形固定資産減価償却率 - - - 54.58% 51.73%

経営の健全性を示す経常収支比率は、健全経営の水準とされる100％となりました。ただ、経費回収率は89.98％

となっており、料金収入だけでは費用を賄いきれず、一般会計からの繰入金収入に依存している状況にあります。

また、企業債残高対事業規模比率は2952.55％と非常に高くなっており、今後も厳しい経営状況が続くものと考え

られます。

一方、施設の老朽化状況を示す有形固定資産減価償却率は51.73％となっており、施設の老朽化が進んでいま

す。今後も継続して計画的な施設更新を進めていく必要があります。

指　　標 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

経常収支比率 - - - 100.23% 100.00%

経費回収率 - - - 99.34% 89.98%

企業債残高対事業規模比率 - - - 3121.79% 2952.55%
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(3) 議会議決事項

(4) 職員に関する事項

第21号議案
令和３年度宍粟市下水道事業特別会計補正予算
（第３号）

提 出 年 月 日 議 決 年 月 日

第66号議案
令和３年度宍粟市下水道事業特別会計補正予算
（第１号）

令和3年8月30日 令和3年9月9日

第84号議案
令和２年度宍粟市下水道事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

令和3年8月30日 令和3年10月4日

第92号議案
令和３年度宍粟市下水道事業特別会計補正予算
（第２号）

令和3年11月26日 令和3年12月10日

第14号議案 令和４年度宍粟市下水道事業特別会計予算 令和4年2月25日 令和4年3月24日

令和4年2月25日 令和4年3月9日

下水道職員数 7 人

議案番号 件            名
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